
【全体】
担　　　当 氏　　　名 担　　　当 氏　　　名

分 区 長 生田  收 相　　談　　役 蘆田　敏郎
　副　分　区　長 田中　弘子 監　　　　　事 一階　郁子

横瀬　博 網本　四郎
印南　博昭

田嶋　きぬ子
　会　　　　　計 本郷　克子
　事　　務　　局 井上　さち子

守本　博
【専門部】 ★は部長

担　　　当 氏　　　名 担　　　当 氏　　　名
　広　　報　　部 ★井澤　淳子 障害者・児支援部 ★安谷屋  昇

日高　昭夫 井上　さち子(兼)
東本　健生 溝口　恵子
三又　竹子 笠井　美千代
黒瀬　洋子 石田　美代子

中村　かほり 宗村　泰明
研　　修　　部 ★中野　陽子 山田　米子

瀬戸　泰博 岸本　芳子
曽我　嘉和 高江洲　晴枝
栖川　真子 高齢者福祉部 ★十鳥　敦

福井　美也子 山田　末廣
宮本　貴敬 永田　辰雄

地域交流部 ★横井　庄子 国田　順三
(ふれあい喫茶) 辻田　悦子 山田　啓次

北六甲台 棚原　利恵子 橋本　清
松尾　智子 木割　敏男
荻野　キミ子 ボランティアセンター ★古南　圭子
深川　住江 井澤　淳子

(ふれあい喫茶) 松山　佳代子 小野寺　和子
上山口東 横瀬　道代 深川　住江

片桐　文代 山田　万里子
若松　純代 溝口　恵子
松岡　照美 田中　弘子

子育て支援部 ★小野寺　和子 井上　さち子
(ともだちつくろう) 山田　ひとみ 横井　庄子

黄河　りつ子 本郷　克子
東島　典子 渡邉　文子
西村　清子 辻田　悦子

中崎　いずみ 松山　佳代子
中　早苗 横瀬　道代

財　　務　　部 ★渡邉　文子
(募金・会員会費) 足立　春代

葦田　里子
中尾　宏樹
暮石　良子
矢沢　光兼
清川　芳子
浜田　秀子

山田　真理子
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平成２４年６月１９日

西宮市社会福祉協議会

山口支部北六甲台分区

平成２4年度 北六甲台分区役員名簿

平
成
二
四
年
度
、
社
協
北
六
甲
台
分
区
の
代

議
員
総
会
が
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
福
寿
会
の
西
川
幸
一
氏
を
議
長
に
、
二
三

年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
新
役
員
選
出
、
二

四
年
度
事
業
計
画
案
、
会
計
予
算
案
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

以
下
は
承
認
さ
れ
た
主
た
る
事
業
概
要
で

す
。

■
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
火
・
木
曜

日
）

北
六
安
心
プ
ラ
ザ

相
談
・
情
報
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普

及
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生
活
支
援
等
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
機
能
を
活
用

し
た
支
援
等
。
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一
四
名
）

■
ふ
れ
あ
い
喫
茶
（
第
二
水
曜
）
北
六
自
治
会
館

（
第
三
水
曜
）
上
山
口
安
心
プ
ラ
ザ

住
民
同
士
が
気
軽
に
集
い
、
自
由
に
交
流
す

る
こ
と
で
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
支
援
活

動
。

■
「
青
い
空
」
障
が
い
者
・
児
支
援
（
毎
週
月
曜

日
）

北
六
安
心
プ
ラ
ザ

■
子
育
て
支
援
「
友
だ
ち
つ
く
ろ
う
」
（
第
四
金

■
ふ
れ
あ
い
交
流
会

新
春
の
一
月
下
旬
に
七
五
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
、

ふ
れ
あ
い
食
事
会
を
、
一
部
歳
末
助
け
あ
い
募
金
の
交
付

金
を
充
当
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
敬
老
の
つ
ど
い
（
九
月
一
五
日
）
北
六
甲
台
小
学
校

■
三
世
代
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
一
一
月
一
一

日
）

北
六
甲
台
小
学
校

■
広
報
紙
「
ぬ
く
も
り
」
発
行

■
福
祉
講
座
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
開
催

■
募
金
活
動

日
赤
社
資
募
集
・
共
同
募
金
（
赤
い
は

ね
）
・
歳
末
助
け
あ
い
募
金

■
山
口
支
部
主
催
「
さ
く
ら
祭
」
平
成
二
五
年
四
月
六
日

計
画

「
社
協
会
員
」
募
集
中

一
口
五
○
○
円

地
域
福
祉
活
動
に
理
解
と
関
心
を
持
ち
、
会
費
を
納
入

す
る
こ
と
で
社
協
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
く
の
が
会
員

会
費
制
度
で
す
。
昨
年
度
個
人
会
員
五
二
三
口
・
企
業
会

員
一
六
口

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
組
織
、

運
営
活
動
し
て
い
る
社
協
分
区
で
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
、
日
頃
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
い
て

お
り
ま
す
地
域
の
皆
さ
ん
の
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
、
今
年
度
も
「
誰
も
が
幸
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

社

協

北

六

甲

台

分

区

第

十

七

回

総

会

を

開

催

分

区

長

生

田

收



高

齢

シ

ン

グ

ル

男

性

向

け

。

北

六

甲

台

三

丁

目

・

北

川

成

子

さ

ん

宅

訪

問

記

日赤社資募金の結果
(６/１０現在）

日赤社資 23,5000円

（寄付金を含む）

街頭募金 56,172円

合計 ２９１,１７２円

ご協力

ありがとうございました＠

五
月
二
八
日
（
月
）
、
青
い
空
が
広
が
る
午
前
八
時
四
十
分
、
障
が

い
者
・
児
支
援
部
の
「
青
い
空
」
の
開
催
場
所
で
あ
る
北
六
甲
台
安
心

プ
ラ
ザ
に
着
く
と
、
も
う
女
子
中
学
生
た
ち
が
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー

ク
」
の
の
ぼ
り
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
や
る
の
意
気
込
み
を
感
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
の
来
る
前
の
準

備
を
指
示
通
り
に
テ
キ
パ
キ
と
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
を

待
つ
間
に
部
長
の
安
谷
屋
さ
ん
か
ら
「
青
い
空
」
の
役
割
や
意
義
、
対

象
者
へ
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
今
回
の
ト
ラ
イ
や
る
の

メ
ン
バ
ー
は
、
中
学
二
年
の
仲
杉
さ
ん
（
テ
ニ
ス
部
）
と
菅
家
さ
ん

（
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
）
の
二
名
で
す
。
支
援
部
の
部
員
の
方
は
、
溝
口

さ
ん
、
笠
井
さ
ん
、
山
田
さ
ん
で
し
た
。
四
名
の
支
援
対
象
者
に
二
名

の
介
護
士
さ
ん
、
介
護
所
ト
ラ
イ
や
る
の
坂
上
さ
ん
の
皆
さ
ん
で
午
後

三
時
ま
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お

食

事

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

午
後
六
時
に
な
る
と
ゲ
ス
ト
た
ち
が
相
次
い
で
姿
を

現
し
た
。
旅
行
中
の
お
一
人
を
除
い
て
今
回
は
五
名
の

ゲ
ス
ト
で
あ
る
。
既
に
テ
ー
ブ
ル
に
は
昨
晩
か
ら
準
備
を

始
め
た
と
い
う
豪
華
で
多
数
の
品
々
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
。
驚
い
た
こ
と
に
取
材
者
分
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
た
。

お
断
り
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
恐
縮
し
な
が
ら

一
緒
に
席
に
着
い
た
。
ま
ず
は
ワ
イ
ン
で
乾
杯
が
恒
例

と
の
こ
と
。
中
々
お
し
ゃ
れ
だ
。
ワ
イ
ン
の
後
に
は
ゲ
ス

ト
た
ち
が
持
参
し
た
お
酒
や
焼
酎
、
ホ
ス
ト
が
準
備
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
な
ど
が
待
っ
て
い
る
。
美
味
し
い

数
々
の
手
料
理
を
ア
テ
に
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
を
戴
き
な

が
ら
ゲ
ス
ト
た
ち
の
声
を
聞
い
た
。
「
月
一
回
の
こ
の
日

が
何
よ
り
も
楽
し
み
で
待
ち
遠
し
い
」
「
来
月
は
い
つ
に

な
る
の
か
と
つ
い
つ
い
問
い
合
わ
せ
て
し
ま
う
」
。

北
川
さ
ん
に
今
後
の
抱

負
を
聞
い
た
。
「
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
い
つ
ま
で
も
こ

の
会
が
続
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き

た
。自

分
の
得
意
な
料
理
と

い
う
分
野
で
自
分
自
身
も

楽
し
み
な
が
ら
高
齢
シ
ン

グ
ル
さ
ん
た
ち
の
食
事
の

潤
い
を
提
供
す
る
。
高
齢

社
会
を
支
え
る
そ
ん
な
異

色
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

態
を
垣
間
見
た
。

中
学
生
た
ち
の
障
が
い
者
・
児
と
の
ふ
れ
あ
い

社
協
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
受
入
れ

お
二
人
か
ら
は
「
障
が
い
を
持
っ
た
方
た
ち
と
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
。
み
ん
な
の

居
場
所
作
り
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た
感
想

を
い
た
だ
き
、
い
つ
ま
で
も
手
を
振
り
な
が
ら
帰
途

に
つ
か
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク

の
有
意
義
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
最
後
の
後
片
付
け
を

し
て
「
青
い
空
」
の
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
千
羽
鶴
の
折
り
紙
や
チ
ラ
シ
で
ゴ
ミ

入
れ
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
対
象
者
の
皆

さ
ん
の
誕
生
会
の
ケ
ー
キ
サ
ン
ド
を
作
り
ま
し
た
。
卵

を
受
け
付
け
な
い
方
な
の
で
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
用
パ

ン
で
作
り
ま
す
。
中
学
生
た
ち
に
は
生
ク
リ
ー
ム
と
あ

ん
こ
を
挟
む
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
お
い
し
い

ケ
ー
キ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ィ
を
歌
っ
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
・
児
支
援
部「
青
い
空
」

井
上
さ
ち
子

元
来
、
料
理
が
好
き
で
料
理

教
室
に
も
永
年
通
い
、
多
少
は

自
信
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

平
成
一
九
年
末
に
四
人
の
ゲ
ス

ト
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
は
シ
ン

グ
ル
さ
ん
で
な
い
方
も
含
め
て

六
名
に
な
っ
た
。
ゲ
ス
ト
の
平

均
年
齢
は
八
〇
歳
位
で
は
な
い

か
。
毎
月
一
回
午
後
六
時
か
ら

八
時
頃
ま
で
食
事
と
懇
親
を
重

ね
て
い
る
。
無
料
で
始
め
た
が

皆
さ
ん
が
そ
れ
で
は
来
づ
ら
く

な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今

は
毎
回
会
費
千
円
を
頂
い
て
い

る
。
後
始
末
は
大
変
だ
が
、
み

ん
な
で
一
緒
に
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
こ
と
の
楽
し
さ
は
何
物

に
も
代
え
難
い
。
」

耳
寄
り
な
話
を
得
た
。
奥
さ
ん
に
先
立
た
れ
た
高
齢
シ
ン
グ
ル
男

性
を
招
い
て
手
作
り
の
食
事
を
提
供
し
て
い
る
女
性
の
話
題
だ
っ
た
。

そ
の
食
事
会
の
日
に
、
北
六
甲
台
三
丁
目
の
北
川
成
子
さ
ん
の
お
宅

を
訪
問
し
、
ご
本
人
か
ら
話
を
聞
い
た
。

「
九
年
前
に
主
人
を
亡
く
し
、
一
人
住
ま
い
に
な
っ
た
。
四
年
ほ

ど
の
一
人
暮
ら
し
で
食
事
の
味
気
な
さ
が
身
に
沁
み
た
。
奥
さ
ん
に

先
立
た
れ
手
料
理
に
も
不
自
由
な
高
齢
の
男
性
は
そ
の
想
い
は
も
っ

と
強
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
ご
近
所
の
老
人
会
所

属
の
シ
ン
グ
ル
男
性
た
ち
に
手
料
理
を
提
供
す
る
食
事
会
を
呼
び
掛


